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本 学の高等教育推進セ ンター は平成21年9.月に発足 しま した。本学 の長期 目標(教 育)は 「21
世紀の グローバル社会 において、高度 専門職 業人 として活躍で きる優 れた人材 を育成」 を謳い、
中期 目標 では、教育 の質保証、その実現のための教 育実施体制の整備 、学生の成長 を促す学習 ・
生活 ・就職支援 を行 う大学づ くりを掲げています。本セ ンター設置 には、 こ うした 目標 を実現す
るた めの全学 的な教育改革 を推進す る牽引役 に とい う期待が込 め られています。
平成22年 度 に本セ ンターが行 った学生の生活 実態調査 では、学生の生活 を支え る家計 の財政
状況が厳 しい ことや学生 の授業以外の学習時間が極 めて少 ない こ となどが明 らか とな りま した。
そ こで、私 は平成23年 の年頭 に 「教育改革元年 」を宣言 しま した。大学 として何 よ りも中心に
据 えな けれ ばな らないのは学生の教育です。 そのために学生が学修や生活上、あ るいは精神面で
抱 える困難 ・課題 を大学全体 として支援 す る体制 を充実 させ、他大学 に誇 る教育改革 に取組 まな
ければな らない決意 を示 しま した。
その具体化 は、共通教育改革への着手、メ ンタルヘル ス等への対応 を中心 とした相談 システ ム
の強化 、SA(ス チューデ ン ト ・ア シス タン ト)の実施 な どの学修支援 、 さらには体育館 ・食堂
の改修 、松 岡キャンパ スでのグループ ラボの増築等 の学生 アメニテ ィの向上 として取組 まれ ま し
た。 さらに平成24年 、私 は 「教育改革実行年 」 を宣言 しま した。 そこでは、上記の取組 みは も
ちろん、新 たな取組み も実行 して行 くことで、教 育改革 を一層確か なものに し、充実 ・発展 させ
ることを企 図 した ものです。特に、 この4月 か らセ ンター長 を迎 えた語学セ ンター を中心 に、グ
ローバル化 した時代 にふ さわ しい、国際的な協調性 とコミュニケー シ ョンカを もつタフな学生 の
育成 を心がけて行 きたい と思 っています。
この6月 に入 って、平野文科大 臣の 「社会 の期待 に応 える教育改革の推進 」や 文科省 の 「大学
改革実行 プラン」が出 され ま した。 そ こでの大学 の機能 の再構築の課題 と しては、大学教育 の質
的転換 と大学入試 の改革、 グローバル化 に対応 した人材育成、そ して地域 再生の拠 点や社会 ・経
済 ・文化発展の核 とな る大学づ くりが挙 げ られ、それ らを実現す るための大学ガバナ ンス の充実 ・
強化 が提 起 され ています。
これ らの課題 は、福井大学が 「教育改革 元年 」、 「教育改革実行年」の 中で取組 んできてい る課
題 と重な るものです。 国の求 める大学の機能再構築 をふ まえ本学の 「教育改革」を実現 してい く
た めに、高等教 育推進セ ンターがそのた めの一層 の牽引役 とな り、他 大学に誇 る教 育改革 の実現
をめざ して行 きたい と思い ます。
最後に、本年報 の発行が、 この間本 学で取組 んできてい る教育改革の具体を確認 し、同時 に国
の大学教 育政策 を改めて捉 えなおす ことで、今後 の本学 の大学教育改革の道 筋について教職員が
ともに考 え、改革 を進 めて行 く契機 となることを強 く願 います。
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